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Doctors Digital 
 

Transformation 
 

   

2025年まで、あと3年 

 
 

 
 

経産省の発表によれば、 
 

DXを実現できなかった企業は  
 

「2025年の崖」に直面するという。 
 

みなさん準備 “大丈夫” ですか？ 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顧
客 
創
造 

Markeitng  Innovation 

企業は社会の機関であり、企業の目的は社会にある。つまり、企業の目的の定義は顧客を創造することであ
る。この顧客を創造するために企業が持つべき機能はたった２つとP.F ドラッカーは言います。  
それが「マーケティング」と「イノベーション」です。  

経営哲学 情報技術
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われわれは、自分が選んだ市場において、リーダーとなる戦略を策定しなければならない。  

顧客

創造

顧客
創造

地
域

日
本

世
界

住民 国民 人類

地域住民に誰よりも価値提供し  

日本国民に誰よりも価値提供し  

世界人類に誰よりも価値提供を  

できる唯一無二になれる領域は？  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マーケティングの７つの視点 

はじめに 

１）既存の製品についての目標 

２）既存の製品の廃棄についての目標 

３）既存の市場における新製品についての目標 

４）新市場についての目標 

５）流通チャネルについての目標 

６）アフターサービスについての目標 

７）信用供与についての目標 



© 2021 Doctor-DX7

未知の領域こそ、潜在ニーズであり、最大のチャンスを掴むことができる。 

はじめに 

人材 
 

物資 
 

研究 
 

資金 

イノベーションの７つの視点 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イノベーションの７つの視点 

１）予期せぬもの 

 

「予期せぬ成功」「予期せぬ顧客」「予期せぬ要望」、 

あるいは「予期せぬ失敗」といったもの。それらを事業のまわりで

探していきなさいということ。  

はじめに 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予期せぬもの 

はじめに 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人口構造の変化 

５）人口構造の変化 

 

近年、社会における高齢者人口の割合が高まるなか、 

高齢者向け市場はまだまだ未成熟である。高齢化の進行は、

社会的課題であるともにイノベーションの宝庫で。  

はじめに 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イノベーションの７つの視点 

はじめに 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イノベーションの７つの視点 

はじめに 

人口の2.8人に
1人が65歳以上、
5.0人に1人が75歳以上で、
高齢者と生産年齢人口
の比率は、1対1.5



2040年の未来を知る 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2040年の未来を知る 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診察について 

われわれは、●●クリニックは、  
初診はクリニック診察のみです。  

われわれは、●●クリニックは、  
初診はオンライン診察のみです。  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2040年の未来を知る 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手術について 

われわれは、●●クリニックは、  
人間だけで手術をします。  

われわれは、●●クリニックは、  
ロボットで手術をします。  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2040年の未来を知る 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処方について 

われわれは、●●クリニックは、  
有人薬局での処方となります。  

われわれは、●●クリニックは、  
無人オンライン処方となります。  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近い将来　迫らせる選択  

医療技術 

経営技術 

2040年の未来を知る 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医療技術 

経営技術 

2040年の未来を知る 

近い将来　迫らせる選択  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2040年の未来を知る 

19

ミッションの見直し  

医療分野に、あらゆる民間企業が  

参入してくるため、今まで以上に、  

ミッションの変化を余儀なくされる。時代と

ともに、顧客からミッションの変化を見直

し、常にマーケティング・イノベーションを

図りながら、プロポジショニングを変え唯

一無二の存在として憶えられるようにして

いかなければならない。  

卓越性 

約束  機会 

顧客

創造

顧客
創造
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未来を予測し、未来に備える  

2040年の未来を知る 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2021年の今、電車の中を見渡せば・・・  

2040年の未来を知る 

ゲーム機を持ち歩いたり、本を読んだり、  

警察に駆け込んで、道を聞く人がいなくなった。  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13年前のスマートフォンが全てを変えた。  

2040年の未来を知る 

日本で米アップルの 

iPhoneが発売されたのは

２００８年７月 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13年前の出来事。あなたは何歳ですか？  

2040年の未来を知る 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スマホの普及率 

2040年の未来を知る 

2008年：スマートフォンが発売した時…
そんなオモチャ使わない。
今の携帯電話で充分である。

↓

2020年：スマホが無くては生活できない…
無人島に１つ持っていくならスマホ
誕生日にほしいものはスマホ
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基本と原則 

2040年の未来を知る 

新しいものが出たとき、
世の大多数は否定的である。それを大衆という。

世界を変える可能性に気づく人間は少ない。
新しいものは、ありがたみがわかったときにはすでに陳腐化

新しいテクノロジーが出たときは、大多数の人間は反対する
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基本と原則 

2040年の未来を知る 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Doctor-DXの目的 

2040年の未来を知る 

・未来にどのような、可能性とリスクがあるかを伝える。

・気づいたとき、手遅れになるのを阻止する。

・未来に備えて、今から計画と行動の準備をする。
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Doctor-DXの目的 

2040年の未来を知る 

そして、その業界で、

先行者利益を得る。
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抑えるべき未来１  

2040年の未来を知る 

イーロン・マスク
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抑えるべき未来１  

2040年の未来を知る 

世界のあらゆるところで 
インターネットへのアクセスを可能にするため、 
最終的に計４万２０００基の小型衛星を飛ばす 
計画を掲げている。２０２０年にアメリカとカナダの一部で
サービスを開始し、その後全世界をほぼ 
カバーする予定となっている。情報通信の質も量も、過
去とは比べものにならないほど進む時代が 
これから待っている  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抑えるべき未来１  

2040年の未来を知る 

2024年に実用化

空飛ぶタクシー

http://www.youtube.com/watch?v=I880itPitVU
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抑えるべき未来２  

2040年の未来を知る 

・自動車の自動運転 
・ドローンの無人配送 
・タクシーの無人運転 
・救急車の無人運転 
・公共バスの無人運転 
… 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抑えるべき未来３  

2040年の未来を知る 

６Gの到来
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抑えるべき未来３  

2040年の未来を知る 

・３Dホログラム 
・スマートシティ 
・農業ICT 
・遠隔診療 
・自動運転 
… 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抑えるべき未来４  

2040年の未来を知る 

RFID 
 
最小のものは 
指紋の溝に入るサ
イズ 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抑えるべき未来４  

2040年の未来を知る 

2040年には、 
ネットに繋がった 
商品が、自宅に 
4000個以上になると 
言われている。 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抑えるべき未来５  

2040年の未来を知る 

コンビニ 
スーパー 
クリニック 
 
の一部は無人店舗 

http://www.youtube.com/watch?v=XIeVN7jy6vw
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抑えるべき未来５  

2040年の未来を知る 

・アパレルショップ 
・コンビニ 
・本屋 
・八百屋 
・クリーニング 

・学習塾 
・ジム 
・ホテル 
・スーパー 
・・・ 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2040年 

2040年の未来を知る 

・全てのモノが繋がる 
・人間の知識・技術をロボットが超える 
・リアルタイム翻訳 
・世界から国境がなくなる 
・あらゆるものが遠隔で行える状態 
・無人化 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最も抑える事実 

2040年の未来を知る 

人のスコア化 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最も抑える事実 

2040年の未来を知る 

人のスコア化 

就業情報

決済情報

社会保険

年収情報

家系情報
健康情報

刑事罰情報

移動情報

学歴情報
大手企業⇄政府

閲覧情報

購買情報

関係情報
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2040年 

2040年の未来を知る 

超少子高齢化社会
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2040年 

2040年の未来を知る 

超格差社会の到来



2040年の未来を知る　✖ 　医療 

 

計画と行動 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2040年 

2040年の未来を知る 

救急車 ⇄ 救急機 
有人 ⇄ 無人 
店舗 ⇄ 遠隔 
人間 ⇄ ロボット 
治療 ⇄ 予防 

現金 ⇄ 電子 
保険 ⇄ 自費 
地域 ⇄ 世界 
信用 ⇄ 信頼 
・・・ 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討論事項 

2040年の未来を知る 

リアル派？　⇄  バーチャル派？ 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2040年 

2040年の未来を知る 

内視鏡　×   未来

http://www.youtube.com/watch?v=AoXdAzOjnuw
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2040年 

2040年の未来を知る 

体調が悪いと思い病院に行くと、受付にはいつものロ
ボットがいる。「どうしましたか？」と尋ねられ、対話す
る。今日はほとんど待たずにして、検査室に案内され
た。誘導するのもロボットだ。ロボットは対話の結果で、
治療の順番や治療方法などの優先順位を判断すると
聞いたことがある。重病なのだろうか。  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2040年 

2040年の未来を知る 

検査の後に診察に入ると、医師の前のモニターに、検査結果だ
けでなく、過去の受診歴や処方歴などが映し出されている。そ
れを見ながら医師が問診を始め、得た情報を登録すると疾患の
候補が並ぶ。疾患名をクリックすると、最新の診断に基づいた所
見や確認すべき事項が表示される。その情報に沿って問診が
進み、処方薬の候補も提示される。どうやら重病ではない、た
だ、今日は病院が空いていただけかと安心する――２０４０年に
は、こうした病院での光景が日常になっているだろう。 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討論事項 

2040年の未来を知る 

医療＋健診＋介護 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2040年 

2040年の未来を知る 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2040年 

2040年の未来を知る 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2040年 

2040年の未来を知る 

過疎化 
医師の高齢化問題 
 
オンライン診療が
後押し 



計画と行動を考える 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2040年 

宿題 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感想 



その他資料 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日本は世界最大の借金国  

参考 

税収だけでは予算を組めない。消費税や所得税、法人税などの税収
では歳出の約６割しか賄うことができていない。そのため、残りは債券
（国が発行するので国債。資金を借り入れたときに発行される借用証
書）を発行し、それを中央銀行である日銀が実質ほとんど買い上げて
いる。

成毛 眞. 2040年の未来予測  (Japanese Edition) (Kindle の位置
No.1033-1035). Kindle 版. 
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社会保障給付費の見通し  

参考 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社会保障給付費の見通し  

参考 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おわりに 

61

経営哲学（思考）を基盤とし、経営技術・情報技術を重ね、顧客の創造をしていく時代へ  



おわりに

このまま人間が同じような生活をすると、  

2030年には、地球が２つ必要だと言われています。  

本当に、それでいいのでしょうか？  

われわれも、少しでも阻止・遅延させたいと考えております。  

 

今後あらゆる業界でDXが進み、様々なものがデータ化され、  

結合・分析・解明され病気の原因が明らかになっていきます。  

 

顧客とは、地域・日本から、 世界人類へ。 

価値とは、診療・治療から、 予防安心へ。 

成果とは、医師看護師から、 ロボットへ。 

計画とは、人しかできないこと、人がするべきこと の追求へ。 

 

“人間が最も健康な状態である“元氣”な状態とは何か？”  

“企業が最も健康な状態である“景氣”な状態とは何か？”  

“人氣を高め、大氣を高め、景氣を高め、元氣を取り戻すために  

人間とロボットが共存し、想像と創造をしていく時代です。  

みんなで、共学し合い、共創していければ嬉しい限りです。  

Doctor - DXの存在意義は、  

医療従事者にDXを伝えることだけではありません。  

 

「みんなと幸せをつなぐ」ということを使命としています。  

みんなとは  “主語”と“守護” の２つの意義を重ねています。  

 

主語とは、共に創る仲間のことです。  

守護とは、共に守る仲間のことです。  

 

現代人の仲間とは、 家族、兄弟、親戚、友人、恋人 といった 

身近な存在から、学校・職場、世界中の人を示すと思います。  

 

古代人の仲間とは、 犬猫、鳥兎、虫魚、山海、草原 といった 

人間以外の存在まで、仲間・家族とする人もいたと言います。  

 

われわれは、なぜ人間以外を仲間に入れなくなったのか？  

それは、われわれが自然を無視し地球を共有すべき仲間たち  

を見失い、人間中心主義により倫理が欠如したに過ぎません。  

 

 



取引先

取引先

 
 
 

 
　　　　　人氣　　　　　 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自社  従業員 

顧客 取引先 

病氣 

　大氣 

　　　　　景氣  元氣 

体  技  心 

「人間の病氣の根元とは何か？」  
という質問に対し、在り方・遣り方を、  
経営哲学・情報技術の観点から  
みんなで共学し合い氣を高めていきます。  

病氣にするから、元氣にするへ



 
DX-doctor


